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お෦԰ʹ௚઀お࢕いすΔ࣏ྍӃ͸ごଘ஌です͔ʁ
ʬපӃ΍࣏ྍӃʹ௨͏の͕ࠔ೉なํ�ʭのたΊの࣏ྍӃですɻ
お਎ମʹお೰ΈのあΔํ͸ɺおܰؾʹご૬ஊͩ͘͞いɻ

˞͓ҩऀ༷ͷಉҙॻ͕͋Ε͹ʮ݈߁保ূݥʯ͕࢖ ·͑͢ɻ

࿅ɾ͸Γɾ͖܇ೳػ Ύ ɾ͏Ϛοαーδ訪問

˔h ମྍ࣏ݧ Λɦड͚ͯ௖きͳ͕Βɺ
ɹ͝ཁ๬΍͝૬ஊΛ͓ฉきͯ͠い
ɹ·͢ɻ·ͣ͸ɺ ͓ి࿩ʹ͓ͯ໰
ɹい߹わͤͩ͘͞いɻ
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<Ӧۀ> ࣌̕ʙ�� ʢ࣌೔ɾॕ  ఆٳʣ
͍Θ͖ࢢ಺ڷ௲ொۚ୩�������

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��
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しびれや痛み、
　　あきらめていませんか？
͓෦԰ʹ௚઀͓࢕い͢Δ࣏ྍӃ͸͝ଘ஌Ͱ͔͢ʁ

ʬපӃ΍࣏ྍӃʹ௨͏ͷ͕ࠔ೉ͳํʭͷͨΊͷ࣏ྍӃͰ͢ɻ
͓਎ମʹ͓೰みͷ͋Δํɺ·ͣ͸ɺ͓ ి࿩Ͱ͝૬ஊͩ͘͞いɻ

˔h ମྍ࣏ݧ Λɦड͚ͯ௖きͳ͕Βɺ͝ ཁ๬΍
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「月夜の温度／田人町」  Artist: 金澤裕子
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5/15㈪～31㈭「個処からを見た」で
春夏ファッション3割引セール★創業55周年記念セール★
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感謝の気持ちを込めて… お急ぎください！早い者勝ち !!
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▼
２
人
分
の
材
料
＝
鶏
胸

肉
２
枚
、
塩
小
さ
じ
２
、
オ

リ
ー
ブ
油
大
さ
じ
１
と
２
分

の
１
、
ナ
ス
２
本
、
エ
リ
ン

ギ
１
本
、
シ
シ
ト
ウ
６
本
。

ソ
ー
ス
＝
ト
マ
ト
（
小
）
１

個
、
キ
ュ
ウ
リ
４
分
１
本
、

大
葉
４
枚
、
オ
リ
ー
ブ
油
大

さ
じ
２
分
１
、
レ
モ
ン
汁
大

さ
じ
１
、
塩
、
砂
糖
各
少
量
。

レ
モ
ン
の
輪
切
り
２
枚

①
鶏
肉
の
皮
側
に
塩
を
多

め
に
ふ
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に

オ
リ
ー
ブ
油
大
さ
じ
１
と
２

分
の
１
を
熱
し
、
皮
を
下
に

し
た
鶏
肉
を
入
れ
た
ら
弱
火

に
し
、
ふ
た
で
押
す
よ
う
に

し
て
15
分
焼
く
。
さ
ら
に
裏

返
し
し
て
４
分
焼
く
。

②
ナ
ス
は
５
㍉
の
厚
さ
に

切
る
。
エ
リ
ン
ギ
は
縦
に
５

㍉
幅
で
切
る
。
シ
シ
ト
ウ
は

へ
た
を
取
る
。

③
ト
マ
ト
は
種
を
除
い
て

５
㍉
角
に
切
る
。
キ
ュ
ウ
リ

は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
大

葉
は
み
じ
ん
切
り
に
し
た

後
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

包
み
、
流
水
を
か
け
て
軽
く

絞
る
。
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ
じ

２
分
の
１
と
レ
モ
ン
汁
、
塩
、

砂
糖
を
合
わ
せ
る
。
そ
の
中

に
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
大

葉
を
混
ぜ
ソ
ー
ス
を
作
る
。

④
ナ
ス
、
エ
リ
ン
ギ
、
シ

シ
ト
ウ
を
鶏
肉
を
焼
い
た
油

で
ソ
テ
ー
す
る
。

⑤
大
き
め
に
切
っ
た
鶏
肉

を
器
に
盛
り
、
ナ
ス
、
エ
リ

ン
ギ
、
シ
シ
ト
ウ
、
レ
モ
ン

の
輪
切
り
を
添
え
、
レ
モ
ン

ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

鶏
胸
肉
の
カ
リ
カ
リ
焼
き

　
　
　
レ
モ
ン
ソ
ー
ス
添
え
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ギャラリー情報 Π̱ϕϯτҊ಺

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示販売。
季節ごとのキルト作品の展示も。火、水曜定休。10:00 ～ 16:00

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
02�6��6��0014/24→

5/20→28
橋本広喜 墨彩画 

版　画展

水墨画に色彩を施す墨彩画というジャンルで
福島の風景を描き続ける画家橋本さんの同ギャ
ラリー３回目の企画展。11:00 ～ 18:00

ΪϟϥϦʔ̜ɽ̩ ̤̤

ೖ場ແྉ
090�19�6�666�

૒༿܊ೂ༿町େ୩৊ಥಊ �ʵ1

市฻Β͠ͷ఻ঝڷ いわき市தԝ୆県ӦいわきެԂ内

江戸時代の磐城平城が描かれた城絵図や城下
絵図を展示し、年中行事や人々の暮らしを紹
介。9:00 ～ 17:00（入園～ 16:30）。火曜休園

磐城平城の絵図と城下の年中行事
ೖ場ྉҰൠ��0ԁ
02�6�29�22�0　　→6/18

5/25→29
鈴木儀一水彩・油彩絵画展

　旅先や身近な風景を描いた 40 点を展示。28 日
　13:00 ～はフォークソング＆ギターのミニコン
　サートも。10:30 ～ 17:00。（最終日 16:00 まで）

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ場ແྉ
090��6���9�27　

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

        →6/25

　　　 草野心平生誕120周年記念企画　　　
　　草野心平の詩 海は己れの海鳴りをきき

生誕 120 周年を迎える心平の「海」を主題にした
詩篇のほか、故郷いわきや国内外の海についてふ
れた随筆等を紹介。9:00 ～ 17:00。月曜休館。

૲໺৺平ه೦จֶؗ

ཡྉҰൠ��0ԁ؍
02�6����000�

いわき市খ઒町ߴഡԼ༑ಓ 1��9

　　→6/4
クレパス画名作展 

クレパスの開発と普及にかかわった画家山本鼎、
梅原龍三郎 , 小磯良平、岡本太郎らのクレパス
画の名品を紹介。9:30 ～ 17:00。毎週月曜休館

いわき市ཱඒज़ؗ

Ұൠ ̎ ̎̌ ԁ
02�6�2��1111 

いわき市平字ಊࠜ町 ���

山名菅村
―表現を愉しんだ人格者ー

いわき市໪དྷؔจֶྺ࢙ؗ いわき市໪དྷ町ؔా௕୔6�1

俳人・教育者・歴史家・神社宮司など多彩な顔を
持った菅村の日記や原稿、油絵、愛用品で 70 余
年の軌跡をたどる。9:00 ～ 17:00。第 3水曜休館

Ұൠ��0ԁ
02�6�6��6166           →8/27

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪ いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�̍ࢁ

西郷匡史さん、難波立子さん、杉山洋二さん、佐々木恒子さんが出品します。毎日使いたくな
る心地いいガラスの器。暮らしの中でさりげなく夏の光を感じてください。10:00 ～ 17:00。

02�6�29���266/17→6/25
―夏の器･夏のガラス―

10 時から４時間程度、大平良章さんによるランチ
付き「タケの四ツ目皿教室」を開催します。要予約
で定員は６人ほど。剪定ハサミを準備してくださ
い。デザート皿、天ぷらなどの盛皿に最適です。

ΪϟϥϦʔ૑ܳ޻๪࿬ ૑҇ DBGF いわき市ࣛ島町૸۽খਆ60�̍ࢁ

室参Ճඅ�000ԁڭ
02�6�29���267/16

―手仕事のある暮らし―   人･もの･自然をつなぐ手仕事展

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ2�12�1

会津若松市出身で、京都、スペインで学んだ瀧田氏。東洋と西洋が融合した
白磁の世界観が特徴。２年ぶりの新作展となる。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

第11回瀧田史宇作陶展
ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 5/27→6/4

手のひらの小宇宙

現代根付展

6/8→6/13
いわき美術協会顧問の石井さん。初期の静物画、
近年の風景画、人物画の大作など 70 年描いてき
た作品を展示する。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

ΪϟϥϦʔいわき

ೖ場ແྉ
02�6��6�026� 

いわき市ઘέٰ2�12�1

画業70年

石井實絵画展

　　→6/4

ニューアートシーンいわき　　　　　

                         森口美樹展 ʕ明日の約束―

　いわきを拠点に作品を制作 , アリオスペーパー
　の表紙にも作品を寄せた森口美樹の世界を紹
　介する。9:30 ～ 17:00。毎週月曜休館。

いわき市ཱඒज़ؗ

ೖ場ແྉ
02�6�2��1111 

いわき市平字ಊࠜ町 ���

খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

現代を代表する作家の秀作を一堂に。当代一流の牙彫作家による
象牙彫刻の逸品も特別展示する。10:00 ～ 18:00（最終日は 17:00）

ೖ場ແྉ
02�6����0���6/15 → 27

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「風」「思う」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。�݄ �೔ʢඞணʣ。
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「
傘
」「
に
ぎ
る
」

ε
ς
ỽ
Ω
に
௕
め
の
傘
を
ར
༻
す
る

ધ
ਲ
い
で
৯
΂
ͣ
に
ࣺ
て
た
母
の
Ѫ

「
1�
࠽
の
গ
೥
は
๺
ւ
ಓ
΁
େ
޻
ݟ
श
に
。฼
の
Ԙ
に
͗
り
は
Ұ
ཻ
も

৯
΂
ら
れ
ͳ
か
っ
た
ۤ
い
ࢥ
い
出
」（
鈴
木
޾
༤
・
88
歳
・
相
馬
市
）

一
౓
͸
し
て
み
た
か
っ
た
相
ʑ
傘

に
ぎ
る
手
の
も
み
じ
の
よ
う
な
ଙ
の
手
͸

（
ߴ
木
Ұ
・
86
歳
・
খ
໊
඿
）

雨
の
日
に
じ
ゃ
の
目
傘
ֶ
ߍ
か
ら
࣋
ち
ؼ
り

に
ぎ
る
手
を
ৼ
り
き
る
൴
の
ޙ
を
௥
い

　
　
　
　
　（ϓ
ồ
Ϛ
Ϛ
・
73
歳
・
常
磐
）

ٽ
か
さ
れ
た
傘
に
守
ら
れ
෺
ݴ
い
ͣ

相
手
の
手
に
ぎ
る
握
手
も
࢛
೥
ぶ
り

　
　
　
　
　（ழ
ङ
ହ
ӳ
・
8�
歳
・
಺
ڷ
）

ݹ
傘
を
ࣺ
て
ͣ
ࢄ
歩
の
༑
と
な
り

「
ಥ
વ
の
雨
に
໾
ཱ
ͪ
ま
し
た
」

笑
む
夫
よ「
͓
લ
の
͓
に
ぎ
り
͓
い
し
い
な
」

　
　
　
　
　
　（す
ͣ
΍
・
82
歳
・
಺
ڷ
）

雨
߱
り
て
ண
෺
で
͓
出
掛
け
蛇
の
目
傘

「
ऄ
の
໨
傘
େ
好
き
Ͱ
し
た
ࠓ。
は
ݟ
か
͚
る
こ
と
も
ͳ
く
ྜ
し
い
Ͱ
す
」

੺
ち
ゃ
ん
の
に
ぎ
る
手
の
中
ๅ
෺

「
た
と
͑
໖
ΰ
ϛ
Ͱ
もʜ

」
　
　
　
　
　（美
ل
・
81
歳
・
಺
ڷ
）

こ
の
੕
を
ฏ
࿨
の
傘
で
෴
い
た
い

「
地
ٿ
の
ઓ
૪
ฆ
૪
が
ऴ
る
こ
と
を
ئ
っ
て
い
ま
す
」

উ
ち
ෛ
け
の
ӡ
を
二
Ϊ
ル
͸
ࢦ
ش
し
ͩ
い

「
Կ
ࣄ
も
τ
ỽ
ϓ
は
େ
ม
Ͱ
す
」
　
　
　（中
野
ت
ٱ
・
9�
歳
・
平
）

͓
ؾ
に
い
り
ϫ
ン
λ
ỽ
ν
傘
ど
こ
に
い
る

「
出
が
͚
に
は
雨
ؼ、
り
に
は
雨
が
΍
Έ
ͳ
さ
͚
ͳ
΍
Կ
本
ʁ
」

ٱ
し
ぶ
り
͓
ؼ
り
を
ଙ
の
手
に
ぎ
る

　
　
　
　
　（エ
δ
リ
ồ
ϯ
・
89
歳
・
平
）

ઇ
の
日
͸
合
ʑ
傘
も
手
を
か
さ
Ͷ

味
઻
つ
け
た
焼
き
͓
に
ぎ
り
͸
母
の
味

「
ֶ
ߍ
ؼ
っ
て
ϋ
ϥ
ϔ
ỽ
λ
೶
Ո
の
Φ
ヤ
π
は
฼
が
ຯ
઻
つ
͚
て
ম

い
た
お
に
͗
り
は
ࠓ
も
っ
て
๨
れ
ら
れ
͵
ຯ
」

（
ੴ
Ҫ
ར
ਫ
・
96
歳
・
໪
དྷ
）

雨
の
日
͸
い
ろ
ど
り
の
傘
雨
あ
が
れ

஍
۠
Ϧ
Ϩ
ー
ό
ト
ン
に
ぎ
る
手
た
く
ま
し
い

（
門
馬
Ξ
α
子
・
71
歳
・
平
）

あ
い
あ
い
の
傘
の
ら
く
ॻ
き
あ
っ
た
ญ

「
ੲ
は
木
଄
り
の
ญ
が
ଟ
く
い
Ζ
ん
ͳ
ら
く
ॻ
き
が
し
て
あ
り
ま
し
た
」

握
り
合
う
手
と
手
な
つ
か
し
૴
৔
で

「
਒
ࡂ
Ͱ
ό
ϥ
ό
ϥ
に
ͳ
っ
た
ྡ
૊
。૴
৔
Ͱ
࠶
ձ
し
ख
を
と
り

߹
っ
て
ྦ
に
く
れ
ま
し
た
」
　
　
　（ࠜ
本
༸
子
・
8�
歳
・
相
馬
市
）

子
ら
ڈ
り
て
二
人
฻
ら
し
に
傘
े
ຊ

ド
Ω
ド
Ω
と
手
に
׼
握
る
ଙ
出
番

（
಺
ւ
ক
行
・
81
歳
・
খ
໊
඿
）

੖
ఱ
日
日
焼
ର
ࡦ
傘
を
差
す

ά
ー
λ
ỽ
ν
ί
ϩ
φ
؇
࿨
で
握
手
す
る

「
θ
ϩ
ί
ϩ
φ
ࣾ
ձ
๬
Έ
ま
す
」
　
　
　（
木
田
τ
Ω
・
8�
歳
・
平
）

ܾ
উ
ઓ  

手
に
׼
に
ぎ
る
世
界
一

　
　
　
　

「
ྺ
࢙
に
࢒
り
ま
す
Ͷ
・
・
」

傘
が
ແ
い
雨
傘
で
な
く
ཅ
ආ
け
傘

「
྆
༻
ͳ
ら
良
い
Ͱ
す
Ͷ
」
　
　
ࠤ）　
ٱ
間
޺
๜
・
79
歳
・
南
୆
）

傘
寿
੒
る
ڈ
り
し
人
ੜ
໼
の
೗
し

ハ
ン
ド
ル
͸
握
り
༏
し
く
҆
શ
に

　
　
　
　
　（੢
ࢁ
෢
༤
・
8�
歳
・
四
倉
）

ࠎ
ં
れ
た
傘
も
म
ཧ
を
し
て
࢖
い

「
子
ڙ
の
こ
Ζ
म
ཧ
΍
さ
ん
を
よ
く
ݟ
ֻ
͚
ま
し
た
」

い
つ
ま
で
か
握
手
୅
り
の
ά
ー
λ
ỽ
ν

　
　
　
　
　
ݡ）　
治
࿠
・
83
歳
・
໪
དྷ
）

も
う
ޒ
݄
傘
の
Ֆ
࡙
く
日
も
ۙ
い

「
ക
雨
に
ೖ
る
と
௨
ֶ
࿏
に
は
傘
が
い
っ
ͺ
い
࡙
く
ん
Ͱ
す
Մ
Ѫ
い
Ֆ
が
」

に
ぎ
る
と
す
͙
に
手
を
཭
れ
Ώ
く
་
٢
か
な

「
Ұ
ສ
ԁ
く
ͣ
す
と
Ξ
ỽ
τ
ݴ
͏
ま
に
ফ
͑
て
し
ま
͏
Ͱ
す
よ
ネ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（լ
୔
ۚ
Ұ
・
88
歳
・
四
倉
）

ཅ
ਫ
の
「
傘
が
な
い
」に
͸
ਂ
い
ҙ
味

ผ
れ
の
日
に
ぎ
る
手
਒
え
੠
も
出
ͣ

　
　
　（平
間
উ
੒
・
71
歳
・
南
相
馬
市
）

ࢵ
外
ઢ
日
傘
が
ཉ
し
い
͓
஍
ଂ
さ
ん

ئ
͸
く
͸
手
を
ば
握
り
し
ฏ
࿨
な
日

　
　
　
　
　
　（෍
ࢪ
හ
Ո
・
73
歳
・
ઘ
）

か
あ
ち
ゃ
ん
の
迎
え
が
う
れ
し
傘
࣋
っ
て

に
ぎ
る
手
に
ฉ
い
て
い
な
い
よ
Ϛ
χ
ỿ
ϑ
ỻ
ε
ト

（
ࣲ
田
ल
美
・
78
歳
・
南
相
馬
市
）

共
ന
൅
川
柳
ڝ
っ
て
傘
寿
ӽ
え

「
Զ
の
ํ
が
্
ख
い
、い
΍
ࢲ
の
ํ
が
・
・
」

ॳ
৺ớ
う
ぶ
Ờな
Զ
れ
手
も
握
れ
ͣ
に
ߩ
͙
܅

「
τ
ϗ
ϗ
Έ
つ
͙
ば
か
り
Ͱ
৘
͚
ͳ
い
」��（
*
4
"
0
・
8�
歳
・
খ
඿
）

཈
ࢭ
ྗ
ݴ
い
つ
つ
ා
い
核
の
傘

「
࿩
し
߹
い
Ͱ
஥
良
く
Ͱ
き
ͳ
い
も
の
か
」

握
ら
れ
て
΍
り
が
い
ײ
じ
հ
ޢ
৬

「
ؾ
࣋
ͪ
が
఻
Θ
る
ࣄ
は
خ
し
い
ࣄ
」
　
　（こ
Ώ
き
・
72
歳
・
平
）

΍
っ
と
で
き
た
傘
寿
ॕ
い
の
Ϋ
ラ
ε
ձ

「
ί
ϩ
φ
Ւ
Ͱ
Ԇ
ͼ
Ԇ
ͼ
に
ͳ
っ
た
Ϋ
ϥ
ス
ձ
」

ν
ン
を
し
て
妻
の
握
っ
た
͓
に
ぎ
り
を

「
妻
は
お
に
͗
り
を
࡞
っ
て
հ
ޢ
の
࢓
ࣄ
΁
」（
খ
ྛ
߁
ߒ
・
81
歳
・
平
）

࣋
ࢀ
ͤ
ͣ
ί
ン
Ϗ
χ
傘
を
߱
れ
ば
ങ
う

൴
の
手
を
強
く
握
っ
た
ເ
を
ݟ
る

　
　
　
　
　（鈴
木
޾
美
・
61
歳
・
相
馬
市
）

か
さ
じ
ͧ
う
ͻ
ଙớ
ͻ
こ
Ờと
ָ
し
む
ֆ
ຊ
あ
る

৬
人
の
夫ớ
つ
ま
Ờの
手
握
り
د
り
か
か
る

（
鈴
木
ӫ
子
・
8�
歳
・
相
馬
市
）



(3)

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

☟☠☥

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

今
回
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

新
機
能
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ー
ク
ル

ー
ム
に
作
成
し
た
ア
ル
バ

ム
が
一
覧
で
表
示
さ
れ
、

ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
使
い

方
を
説
明
し
ま
す
。

  

手
順
１

相
手
と
の
ト

ー
ク
ル
ー
ム
を
開
く

  

手
順
２

右
上
の
三
マ

ー
ク
を
タ
ッ
プ

  

手
順
３

ア
ル
バ
ム
を

タ
ッ
プ

  

手
順
４

右
上
の
ア
ル

バ
ム
マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ

  

以
上
で
す
。

画
面
の
上
部
に
「
ア
ル

バ
ム
」
と
「
写
真
」
の
項

目
が
あ
り
、
写
真
を
タ
ッ

プ
す
る
こ
と
で
全
て
の
写

真
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

 
 

ア
ル
バ
ム
を
タ
ッ
プ

し
、
右
端
の
マ
ー
ク
を
タ

ッ
プ
す
る
と
、
更
新
日
時

と
作
成
日
時
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
更

新
と
作
成
に
合
わ

せ
た
表
示
方
法
で

閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 
 

「
ア
ル
バ
ム
を

ま
と
め
て
見
る
」

機
能
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
プ
リ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン13.3.0

以
降
で

使
用
可
能
な
た
め
、
使
用

で
き
な
い
方
は
ア
プ
リ
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
最
新
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

今
ま
で
の
機
能
で
は
、

相
手
と
の
ト
ー
ク
ル
ー
ム

や
グ
ル
ー
プ
の
ト
ー
ク
ル

τʔΫϧʔϜ࡞੒෼ҰׅͰ
੒೔࣌બ୒΋Մೳ࡞৽ͱߋ

【
講

師
】
久
野

雅
己

ー
ム
に
行
か
な
い
と
ア
ル

バ
ム
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

  

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ

に
複
数
入
っ
て
い
る
場
合

や
た
く
さ
ん
の
過
去
の
写

真
か
ら
目
的
の
写
真
を
探

す
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
全
て
の
ア
ル
バ

ム
と
写
真
が
一
か
所
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
機
能
に
よ
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し

い
写
真
を
見
て
昔
を
振
り

返
っ
て
み
た
り
、
写
真
や

ア
ル
バ
ム
を
整
理
す
る
き

っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

  

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
ル
バ
ム
に

写
真
を
保
存
す
る
こ
と
で

写
真
の
画
質
は
落
ち
ま
す

が
、
目
的
ご
と
に
写
真
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
ア

ル
バ
ム
は
１
つ
に
つ
き

１
，
０
０
０
枚
ま
で
写
真

を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

世界の一杯

コ
ロ
ナ
禍
で
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
が
人

気
と
な
り
、「
モ
ク
テ
ル
」
な
る
進
化

系
ノ
ン
ア
ル
カ
ク
テ
ル
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
モ
ク
テ
ル
は
、
真
似
た
と
い

う
意
味
の
「
モ
ッ
ク
」
と
「
カ
ク
テ
ル
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
様
々
な
シ

ロ
ッ
プ
や
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
、
素
材
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
作
る
ド
リ
ン
ク
で
す
。

そ
ん
な
モ
ク
テ
ル
が
人
気
だ
か
ら
こ

そ
、
今
回
は
、
王
道
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
カ
ク
テ
ル
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
光
を

当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
デ
レ
ラ
は
、
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ

ン
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
３
種
類
の
フ
ル

ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
。
オ
レ
ン

ジ
色
が
美
し
い
、
甘
酸
っ
ぱ
く
て
フ
ル

ー
テ
ィ
ー
な
一
杯
で
す
。
注
目
ポ
イ
ン

ト
は
、
シ
ェ
イ
カ
ー
を
使
っ
て
シ
ェ
イ

ク
で
仕
上
げ
る
と
い
う
点
。
そ
の
分
、

水
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必
要

な
の
で
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
腕
が
試
さ

れ
ま
す
。
シ
ェ
イ
カ
ー
を
振
っ
て
作
る

お姫様気分になれる華やかな一杯
に、ノンアルでも酔いしれそう

－ 75－

午前０時過ぎの     
　　　シンデレラ

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
42歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

ＬＩＮＥの新機能
「アルバムをまとめて見る」

ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の
趣味や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族
と情報交換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

こ
と
に
特
別
感
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

よ
り
、
普
通
の
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
に

付
加
価
値
が
付
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

カ
ク
テ
ル
グ
ラ
ス
で
提
供
さ
れ
る
た

め
、
ま
る
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
れ
ま
す
よ
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
賑
わ
い
に
戻
り
始
め

た
夜
の
街
。
飲
み
会
の
機
会
も
増
え
る

分
、
飲
め
な
い
、
酔
い
た
く
な
い
時
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
、
種
類
豊

富
な
ア
ル
コ
ー
ル
フ
リ
ー
ビ
ー
ル
や
、

映
え
る
モ
ク
テ
ル
も
い
い
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
私
の
お
す
す
め
は
シ
ン
デ
レ

ラ
。
午
前
０
時
を
過
ぎ
た
ら
、
魔
法
の

解
け
な
い
シ
ン
デ
レ
ラ
で
乾
杯
〜
♪

３
種
の
ジ
ュ
ー
ス
を
ミ
ッ
ク
ス

ͻ͞ͷɾま͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰす‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰͍߹Θͤ

‎

50
代
の
あ
る
男
性
か
ら

私
宛
に
一
通
の
手
紙
が
届

き
ま
し
た
。

「
過
去
に
体
験
し
た
苦

労
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
時
折

思
い
出
し
て
は
悩
み
、
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
私
は
小

学
生
の
こ
ろ
か
ら
い
じ
め

に
あ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

教
師
か
ら
も
い
じ
め
を
受

け
、
耐
え
ら
れ
ず
高
校
を

中
退
し
ま
し
た
。
両
親
は

仲
が
悪
く
、
私
が
幼
い
頃

に
離
婚
し
、
私
は
祖
父
母

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
間
、
他
人
に
裏
切
ら
れ

た
り
、
だ
ま
さ
れ
た
り
、

母
が
自
殺
し
た
り
、
た
く

さ
ん
の
不
幸
が
あ
り
ま
し

た
。
辛
い
過
去
を
思
い
出

す
た
び
に
怒
り
や
悲
し
み

に
さ
い
な
ま
れ
、
心
が
く

じ
け
そ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

現
在
私
は
会
社
員
と
し

て
働
い
て
お
り
、
家
庭
を

持
ち
、
平
穏
な
暮
ら
し
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
過
去

が
な
か
な
か
忘
れ
ら
れ
ず

思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
」
と
の
内
容
で
し
た
。

私
は
「
霊
的
存
在
で
あ

る
人
間
は
な
ぜ
精
神（
心
）

を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

神
（
宇
宙
の
大
霊
）
の
意

図
に
よ
り
現
世
で
数
々
の

物
的
体
験
を
通
し
て
霊
的

成
長
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
い

わ
ば
修
行
の
場
と
し
て
生

ま
れ
て
く
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生

経
験
を
積
ん
で
霊
界
に

戻
っ
て
い
く
の
で
す
。
だ

か
ら
人
間
は〝
死
〞を
も
っ

て
終
わ
り
で
は
な
く
、
永

遠
に
霊
的
成
長
を
目
指
し

て
生
き
て
い
く
の
で
す
。

艱
（
か
ん
）
難
辛
苦
は
当

た
り
前
で
決
し
て
良
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
い
の
で

す
。
順
風
満
帆
に
こ
と
が

進
ん
で
い
る
時
は
神
に
感

謝
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
苦
し
い
こ
と
、
悲
し

い
こ
と
が
あ
っ
た
時
が
霊

的
成
長
を
高
め
る
チ
ャ
ン

ス
な
の
で
そ
の
時
こ
そ
神

に
感
謝
す
べ
き
で
す
。
決

し
て
負
け
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
今
ま
で
の
不
幸
は
あ

な
た
の
試
練
の
た
め
で
あ

り
、
そ
れ
を
一
歩
一
歩
乗

り
越
え
て
成
長
し
て
ほ
し

い
と
い
う
神
の
意
図
な
の

で
す
。
幸
い
家
庭
は
円
満

と
の
こ
と
。〝
苦
し
み
や

悲
し
み
を
味
わ
う
心
が
思

い
や
り
の
人
柄
を
作
る
〞

の
で
あ
り
、
あ
な
た
は
過

去
に
た
く
さ
ん
苦
労
し
た

経
験
に
よ
り
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
人
間
性
が

豊
か
に
な
り
、
相
手
に
対

す
る
慈
愛
、
思
い
や
り
や

優
し
さ
が
培
わ
れ
、
そ
れ

ら
が
反
映
さ
れ
、
現
在
の

幸
せ
が
あ
る
の
で
す
。

私
の
視
た
と
こ
ろ
過
去

に
数
々
の
困
難
を
克
服
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
霊
的
に

成
長
し
、
高
級
な
霊
感
を

備
え
て
お
り
ま
す
。
あ
な

た
の
守
護
霊
が
応
援
し
て

お
り
ま
す
の
で
前
向
き
に

生
き
て
く
だ
さ
い
」
と
返

信
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
お
か
げ
様

で
生
き
る
勇
気
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お

り
ま
す
」
旨
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。

ա
ڈ
の
ਏ
͍
ۤ
࿑
Λ
๨
Ε
ͨ
͍

úû
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

お
題

「
傘
」「
に
ぎ
る
」

夫
婦
連
れ
妻
が
差
す
傘
さ
び
し
か
な

「
買
い
物
に
行
き
車
か
ら
出
る
時
に
夫
に
傘
を
差
し
て

あ
げ
た
が
本
当
は
夫
に
差
し
て
も
ら
い
た
い
」

老
齢
の
母
の
手
に
ぎ
り
照
れ
る
我

「
親
子
逆
転
し
て
い
く
こ
と
に
と
ま
ど
い
も
あ
り（
笑
）」

　
　
　
　
　（鈴
木
好
美
・
69
歳
・
四
倉
）

踏
み
込
め
ぬ
相
相
傘
の
あ
と
一
歩

外
交
で
堅
く
に
ぎ
る
手
笑
み
が
湧
く

　
　
　（髙
野
尚
之
・
78
歳
・
明
治
団
地
）

傘
寿
過
ぎ
あ
っ
と
云
う
間
に
米
寿
な
り

母
に
ぎ
る
砲
丸
む
す
び
子
が
笑
う

　
　
　
　
　（木
田
チ
ヨ
・
87
歳
・
常
磐
）

ほ
ん
と
う
に
「
核
の
傘
」っ
て
役
立
つ
の
？

そ
れ
よ
り
も
世
界
の
ヒ
ト
と
手
を
に
ぎ
ろ
〜

「
外
務
省
の
か
た
が
た
、
ぜ
ひ
、「
平
和
外
交
」が
ん
ば
っ

て
。」
　
　
　
　
　
　
　
　（片
寄
隆
司
・
73
歳
・
好
間
）

日
傘
で
も
車
の
中
で
日
焼
け
す
る

「
車
の
中
に
放
置
す
る
と
放
射
線
状
に
色
褪
せ
し
ま
す
」

川
柳
を
考
え
な
が
ら
ペ
ン
に
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　（エ
リ
ザ
ベ
ス
・
61
歳
・
常
磐
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
に
ぎ
る
手
の
味

手
巻
き
寿
司

「
い
つ
も
お
い
し
い
よ
〜
」

空
涙
共
に
濡
れ
よ
と
開
く
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　（新
妻
吉
人
・
66
歳
・
川
前
）

も
み
じ
傘
春
の
山
菜
旬
の
味

か
か
っ
た
ど
ー
釣
り
竿
強
く
握
り

し
め
　
　
　
　

      

（
門
馬
正
良
・
73
歳
・
平
）

傘
立
て
に
立
て
者
看
板
立
て
掛
け
る

「
集
ま
れ
！
参
加
・
傘
下
」

雨
上
が
り
二
人
が
に
ぎ
る
相
合
い
よ

「
も
っ
と
雨
が
降
れ
ば
い
い
の
に
ネ
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（テ
ェ
さ
ん
・
68
歳
・
錦
）

迎
え
来
る
昔
蛇
の
目
で
今
日
傘

い
つ
ま
で
も
夫
婦
仲
良
く
手
を
握

り                       

（
前
向
き
・
62
歳
・
四
倉
）

息
子
ら
よ
家
族
を
守
る
傘
に
な
れ

軽
ト
ラ
の
ハ
ン
ド
ル
握
り
今
日
も
行

く

　
　
　
　

        

（
ヤ
ス
さ
ん
・
73
歳
・
四
倉
）

傘
出
番
な
く
て
野
菜
も
こ
ぶ
り
か
な

亡
き
夫
に
好
き
な
筍
飯
に
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　（新
妻
節
子
・
86
歳
・
南
相
馬
市
）
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
66
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

毎
朝
、
母
を
セ
ン
タ
ー
に
送
っ
た
後
、
幼
稚
園
に

ま
わ
る
。
メ
ダ
カ
の
世
話
を
す
る
た
め
だ
。
暖
か
く

な
っ
て
き
た
か
ら
か
、
最
近
、
園
庭
で
遊
ぶ
授
業
に

出
く
わ
す
こ
と
が
増
え
た
。
そ
う
い
う
時
、
私
は
風

に
な
っ
て
ソ
ヨ
ソ
ヨ
と
メ
ダ
カ
の
タ
ラ
イ
に
近
づ
く

こ
と
に
し
て
い
る
。
▼
先
日
、
エ
サ
を
す
り
つ
ぶ
し

て
い
た
ら
（
少
し
大
粒
の
金
魚
用
の
エ
サ
は
メ
ダ
カ

の
口
に
入
ら
な
い
）
「
な
に
や
っ
て
る
の
？
」
と
一

人
の
男
の
子
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
。「
な
に
や
っ

て
る
と
思
う
？
」
と
私
。「
メ
ダ
カ
さ
ん
、
大
き
く

て
た
べ
れ
な
い
か
ら
、小
さ
く
し
て
る
ん
だ
ね
」「
大

正
解
！
」
私
が
親
指
を
立
て
た
。
▼
「
さ
あ
！
あ
げ

て
ご
ら
ん
」
私
が
茶
碗
を
差
し
出
す
と
、
小
さ
な
指

が
ア
チ
コ
チ
か
ら
伸
び
て
き
て
エ
サ
を
つ
ま
も
う
と

す
る
。「
あ
た
し
が
！
」
「
ボ
ク
が
！
」
「
あ
た
し
も

や
り
た
い
！
」
順
番
に
！
と
い
う
概
念
が
発
達
途
上

に
あ
る
の
だ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
が
私
の
顔
色
を
う
か

が
い
な
が
ら
押
し
合
い
へ
し
合
い
し
て
い
る
。
と
、

そ
の
時
、
一
人
の
女
の
子
が
バ
ケ
ツ
の
中
の
タ
モ
を

と
っ
て
水
中
に
入
れ
た
。
メ
ダ
カ
を
す
く
う
つ
も
り

だ
。
運
悪
く
、一
匹
が
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。「
か

わ
い
そ
う
だ
ろ
う
?
」
私
が
タ
モ
を
取
り
上
げ
る
よ

り
速
く
小
さ
な
指
先
が
メ
ダ
カ
を
つ
か
ま
え
、
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
っ
た
カ
バ
ン
の
中
に
入
れ
て
し
ま
っ

た
。「
ち
ょ
っ
と
ゴ
メ
ン
ね
」
私
は
箱
の
中
で
砂
に

ま
み
れ
た
メ
ダ
カ
を
つ
ま
み
タ
ラ
イ
に
も
ど
し
た
。

メ
ダ
カ
は
水
中
に
も
ぐ
る
力
を
な
く
し
た
よ
う
で
水

面
を
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
泳
い
で
い
る
。
そ
れ
を
今
度
は
、

先
程
、
大
正
解
し
た
男
の
子
が
つ
か
ま
え
よ
う
と

し
た
。
「
や
め
て
！
」
男
の
子
が
手
を
引
っ
込
め
た
。

す
か
さ
ず
私
が
言
っ
た
。「
キ
ミ
が
メ
ダ
カ
を
守
っ

て
く
れ
な
い
か
な
あ
?
」
男
の
子
が
う
な
ず
い
た
。

い
の
ち
の
大
切
さ
が
わ
か
る
子
に

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-4ü-

新型ॖথইঝग़থ२等感染症 ５ థ 感 染 症

発ে৿਱

医療体਑

೩者対ૢ

感染対策

ডクチথ

新型ॖথইঝग़থ२等感染症ڮقథ相ਊكと５థ感染症の਌なୀい

・定ਡ医療機関からのਾઔに੦तき、൐ౝ月໫日
ؙから日໫日までの೩者ਯをਁ਀
・஘رなু১をੌा়わचた੎ಽ৓な१شঋॖছথス
كঋॖছথスଢ଼஢等ش抗体৳થ૨調査、ৣ਷१ق

・்ઁい医療機関にेる自൅৓なৢ常の対ૢ
・新たな医療機関に૞઺をയす

・৆ਿとして঳൅にਗল自ဠਏடはचず
・医療ાのگ～ڭસを自ഞ଀૿؛ো੹医療ાや
ؙ੘療薬のા用を਋଒をયજりೄ੖

・国ড়の਌体৓な৭උを๑੎し、଻যやহ঵者の
ؙਖ਼૵に੻बる
・੦ম৓対૪方ଉ等はఀૃ؛行৆は଻যやহ঵者
ؙのਖ਼૵にৱするੲਾ઀୹をৰ施
・ഥਮ５ফ২においてもਬきਢき、自ഞ଀૿なくமர
　　※高齢者などの重症化リスクが
　　　高い方等は年２回（５月～、９月～）
　　※５歳以上のすべての方は年１回（９月～）

・১൅に੦तくඍল等から、೩者ਯや
ؙଈಝ者ਯの੕ਯを൐日པ඼・ਁ਀
・医療઀୹の状யは自੘体ਾઔでཔ඼

・ো੹ೈ઼等、行৆のਘい関ଖ
・଒らोた医療機関にेる્શな対ૢ

・১൅に੦तく行৆にेる೩者のো੹ೈ઼
・൭ઔやਗল自ဠق自୧ୄ機كਏட
・ো੹・ਗਟ医療ાの自ഞ଀૿分をਁા੍ର

・১൅に੦तき行৆が஘رなਏட・関ଖを
ؙしていくலੌा
・੦ম৓対૪方ଉや঵ரશफ़ॖॻছॖথに
ؙेる感染対策

・੒ଆமர১に੦तき、્୻ಏ時மரとして
ؙ自ഞ଀૿なくமர

５月８日以降も感染拡大に備え

体調に異変を感じたら
～自分で検査、すばやく療養、医療機関のかかり方は︖～

・新型コロナ抗原定性キット※

・解熱鎮痛薬
かかりつけ薬剤師・薬局にお気軽にご相談ください
※ 国が承認した「体外診断用医薬品」を選んでください
「研究用」は国が承認したものではありません

・電話相談窓口などの連絡先
受診・相談センターなどお住まいの地域の相談窓口、「救急車利用マニュアル」
＃７１１９（救急要請相談）
＃８０００（こども医療相談）など
生活必需品なども用意しておきましょう
（体温計・日持ちする食料など）

・新型コロナ抗原定性キット※

発熱などの体調不良時にそなえて、準備しておきましょう

医療機関、薬局、高齢者施設等に行く時は、感染対策を行いましょう

新型コロナウイルスは感染力が強いため
高齢の方や、基礎疾患をお持ちの方を守るためにも

マスクを着用しましょう

医療機関、薬局、高齢者施設等に行く時は、感染対策を行いまし

受診する際に、医療機関に連絡しましょう

・あわてずに、症状や常備薬をチェック
・国が承認したキットを用いてチェック

【陽性だった場合】
症状が軽い場合は、自宅等で療養を開始しましょう

【陰性だった場合】
症状がある場合のマスク着用や、手洗い等の基本的な感染予防対策を継続しましょう

• 重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患を有する方、妊婦など）や、
症状が重いなど受診を希望される方は、医療機関に連絡しましょう

・あわてずに、症状や常備薬をチェック

「新型コロナに感染したかも・・︖」と思ったら︖

医療機関に行く前に

・電話相談窓口などの連絡先

受診・相談センター 救急車利用マニュアル

市販の解熱鎮痛薬

◆症状がある場合に外出をする際は、人混みは避け、マスクを着用しましょう。
◆事前にコロナ抗原検査キットや解熱剤などの常備薬を準備しておくと安心です。

※事業者の判断でマスク着用を求められる場合があります。

感染対策は個人・事業者の
判断が基本となります

●換気の方法として「機械換気（24時間換気システムや換気扇）」
または「自然換気（窓開け）」があります。

●重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、
以下のような場合にはマスクを着用しましょう。

受診時や医療機関・高齢者施設
などを訪問する時

通勤ラッシュ時など
混雑した電車・バスに乗車する時

新型コロナウイルス感染症は５類感染症になりました

2023年5月8日から

引き続き、以下の対策は有効です

換気

 手洗い・
手指消毒

マスク
着用

新型コロナウイルス感染症対策
2023年度版
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く
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気

分
に
な
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
仕
事
中
に
話

し
掛
け
ら
れ
て
、
１
度
も

相
手
の
顔
を
見
ず
に
返
答

し
て
済
ま
せ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
同
僚

や
身
内
、
気
を
使
わ
な
く

て
よ
い
相
手
に
、
無
意
識

に
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

動
作
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

親
し
い
相
手
で
も
気
配

り
は
大
切
で
す
。
声
を
掛

け
ら
れ
た
ら
１
度
は
手
を

止
め
て
相
手
の
顔
を
見

て
、
必
要
な
ら
仕
事
の
区

切
り
が
つ
く
の
を
待
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

病
院
で
医
師
が
問
診
中

に
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー

か
ら
目
を
離
さ
ず
、
１
度

も
顔
を
合
わ
さ
ず
に
診
察

が
終
わ
り
、
が
っ
か
り
し

た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
側

を
見
な
い
で
話
を
さ
れ
る

と
、
き
ち
ん
と
対
応
し
て

【テーマ】・とっておきのお気に入りスイーツは？

【ひとこと】
・私の地区は福寿草が春１番を教えてくれます。
　もう咲き終わり、スイセンになりましたが、
　福寿草は種がこぼれるまでそのままで置きます。
　種がこぼれて咲くまで３～４年の年月が必要です。
　　（女性・74歳・三和）

・仙台の「喜久福（抹茶味）」冷凍しておいたのを、
　ほんの少しだけ解凍して食べるのが最高です。

      （女性・72歳・内郷)
・レパコの「フルーツタルト」  （女性・50歳・南台)
・「あんみつ」　　　　　　  　（女性・60歳・内郷)
・「ショコラ・アソート」チョコレート大好きで、ホ
　テル・オークラのおみやげを頂くのです…

（女性・81歳・内郷)
・「くだもの」りんご、スイカ、モモ、イチゴ、くだ
　ものは、何でも大好きです。     (女性・79歳・常磐)
・「豆大ふく」大好きです。     （女性・73歳・常磐)
・「白玉クリームあんみつ」        （男性・63歳・平)
・好間「白土屋」さんの「ジャンボシュークリーム」
　シュークリーム好きの私には大満足のスイーツで
　す！。　　　　　　　　　　　  （女性・64歳・平)

・「プリンアラモード」　　  　（女性・60歳・常磐)
・「舟和の芋ようかん」上品な甘さと郷愁を誘う香と
　ともに味わうtea timeは至福の時です
　　　　　　　　　　　　　　  （女性・74歳・内郷)
・「モンブラン」　　　　　　　  （男性・84歳・平)
・ヨックモック「シガール」　  （女性・52歳・好間)
・「チョコパフェ」　　　　　　  （男性・73歳・泉)
・「カステラ」　　　　　　  （女性・63歳・小名浜)
・赤い果実が愛くるしい「いちごショートケーキ」
　小６の頃、父兄参観の家庭科・接客の授業。実演中
　にこのケーキに出会い。今でもショーケースで会う
　たび、想いがよみがえります。  (男性・68歳・錦)

・「チーズケーキ」特にウミネコ商店さんの「意思の
　強いチーズケーキ」が美味しいです!!

（男性・49歳・平)
・「モンブラン」　　　　　  　（女性・47歳・南台)
・ブルボンの「ルマンド」　  （女性・62歳・小名浜)
・パティスリーグランブルーのコロネ
　　　　　　　　　　　　　　  （女性・36歳・三和)
・みよしの花しょうぶ　　　　  （女性・68歳・三和)

・
声
を
掛
け
ら
れ
た
と
き
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家
族
写
真
は
幸
福
を
招
き
ま
す
��

༗ݶ会社

　家族や仲間との旅行やイベントで撮った写真は、
楽しい思い出を振り返るのに欠かせないもの。
また、お宮参りや七五三、成人式、結婚式などで
撮影した写真は、人生の節目となる記念日を形に
残す大切なものです。
　手軽に写真が撮れる時代だからこそ、特別な写
真を残しましょう。

　家族や仲間との旅行やイベントで撮った写真は、
楽しい思い出を振り返るのに欠かせないもの。
また、お宮参りや七五三、成人式、結婚式などで
撮影した写真は、人生の節目となる記念日を形に

６月１日は〝写真の日〟です。

　1951（昭和26）年、日
本写真協会の「写真の日
制定委員会」により制定
された、日本独自の記念
日です。

◆写真の日とは◆

◆写真は思い出をたどる大切なもの◆◆写真は思い出をたどる大切なもの◆

Ұຕのࣸ৺ʹ͍ࢥを͜Ίて

͔ͨ͘Βࣸਅؗ
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本
格
的
な
夏
に
な
り
、

梅
雨
の
時
期
に
持
ち
歩
い

た
傘
は
出
番
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

突
然
の
夕
立
や
台
風
な
ど

の
強
い
雨
に
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
が

明
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

傘
の
は
っ
水
チ
ェ
ッ
ク
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

晴
れ
て
湿
度
の
低
い
日

に
、
傘
を
広
げ
て
干
し
ま

す
。
し
ば
ら
く
使
っ
て
い

な
い
折
り
た
た
み
傘
も
、

こ
の
機
会
に
開
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
傘
骨
に
折
れ
が

な
い
か
、
傘
布
を
留
め
て

あ
る
糸
が
ほ
つ
れ
て
い
な

い
か
な
ど
を
点
検
し
て
お

き
ま
す
。

さ
ら
に
霧
吹
き
で
傘
布

の
一
部
に
水
を
吹
き
付
け

て
み
て
、
は
っ
水
機
能
が

弱
ま
っ
て
い
な
い
か
を
確

認
し
ま
す
。
弱
ま
っ
て
い

た
ら
防
水
ス
プ
レ
ー
を
か

け
て
か
ら
再
び
干
し
ま

す
。防

水
ス
プ
レ
ー
は
、
屋

外
の
風
の
な
い
と
こ
ろ
で

使
い
ま
す
。
傘
布
が
満
遍

な
く
ぬ
れ
る
く
ら
い
に
吹

き
付
け
て
、
完
全
に
乾
い

た
ら
た
た
み
ま
し
ょ
う
。

・
傘
の
は
っ
水
チ
ェ
ッ
ク

͓໰͍߹ͤ
͓ਃࠐΈ͸

ʬฏࣄ຿ॴʭ
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自動車保険!! 見直しませんか？自動車保険!! 見直しませんか？

きな補償!!きな補償!!
お得な掛け金で、お得な掛け金で、

大大
໿ͷܖࡁڞ

खଓき͸؆୯�
�

ͦͷ··ܧଓ
ແނࣄʹΑΔ

ׂҾ͸

͋ͳͨͱ૑Δɽɽɽ̓ ৺ͷ

自動車共済自動車共済※無料見積いたします!

東北自動車共済のご案内
●౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊߹ͱ͸ʜ
౦๺ہۀ࢈ࡁܦのೝՄの΋ͱɺত࿨��೥ʹઃཱͨࣗ͠ಈ

ɹ��ंڠࡁڞಉ૊߹Ͱすɻ
    東北自動車共済協同組合：☎022-264-1188
●૊߹΁ͷ͝Ճ入͸ʜ
ɹ�̍ޱ�
���ԁのग़͕ۚࢿඞཁͰすɻ
˕͓ಘͳֻ͚ۚͰେ͖ͳ҆৺
ɹ��౰૊߹͸ɺ૊߹һの૬ޓැॿのਫ਼ਆʹނࣄ͖ͮجʹΑΔ
ɹ� ͰɺӦརを໨తۀࣄࡁڞతଛࣦをิてΜすΔͨΊのࡁܦ
�����ͱ͠まͤΜ͔Βֻ͕ۚେมׂ҆Ͱすɻ
˕スϐーσΟͳނࣄରԠʂ
ɹނࣄ��ॲཧʹ͋ͨって͸ɺ౦๺̒ݝʹ഑ஔ͠て͍Δࣗಈं
ɹࡁڞ��のઐ໳৬һ͕౰ؒऀࣄʹཱͪɺ੣ҙを΋ってղܾʹ
�����͋ͨりますɻ
˕҆৺Λ݁Ϳࡁڞͷྠʂ
ɹ�શࠃͲ͜Ͱނࣄを͜͞ىΕて΋҆৺Ͱすɻࣗಈंࡁڞの
ɹʮωοτ໢ʯ͕ਝ଎ͳނࣄॲཧを͍ͨ͠ますɻ౰૊߹を
ɹɹ͸͡Ί๺ւಓɾؔ౦ɾத෦ɾ੢೔ຊの̑ͭの૊߹͕ڠ
ɹɹྗ͠ɺ͖Ίࡉ΍͔ͳサービスʹ౒Ίて͍ますɻ


ۀ	,+5	���������
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ɹݸॲ͔Β̍̓̏߸ʢ̎̌̎̍೥݄̒ʣ͔Β
ըՈɾイϥストϨーλーۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰͍ͯ͠·͢ɻ
ɹۚᖒ͞Μ͸͍Θ͖ࢢ໪དྷொग़਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺ͍Θ͖ࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։͍ͯ͠࠵·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνー
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷ͍ئͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘ͍ͯ·͢ɻ
ɹͥͻදࢴ΍ɺ͚͢Μͷインλビϡー΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

˟̓̍̕ʵ̔̍̏̍�ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ��ɹ
͍Θ͖ࢢৗ൬্໼ాொ̏̍࡞׎ʵ̏�
͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲかΒʯฤूࣨ
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株式会社いわき民報社 販売部
TEL 0246-38-7171  FAX 0246-38-7159
http://www.iwaki-minpo.co.jp  E-mail:adv@iwaki-minpo.co.jp

いわきຽใ͝ߪಡについての
お໰い߹わせ、おਃしࠐみは

いわき市಺の৘ใがຬࡌ!! をߪಡしませんか?
˔λϒϩイυ൑
˔೔༵೔ɾץٳ೔Ҏ֎ຖ೔ൃߦ
ಡྉɿ݄ߪ˔ ֹ�
���ԁʢ੫ࠐʣ

�िؒແྉͰɺࢼಡࢴΛ഑ୡ͠·͢

常
日
寺

ฏࢠਖ਼͞ࢠΜ（খ໊඿ॅࡏ）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉʹͯ
ʵ �� ʵ

個処͔Βみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「風」「思う」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』
　もしくは『いわき民報』でのみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。
☎0246（38）7171
MAIL news.koko_@iwaki-minpo.co.jp
　〒971‐８１３１
　いわき市常磐上矢田町叶作13-3
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

墨と水の世界墨と水の世界
水墨画教室講師　園部榮一（植田町在住）

　娘が医師になりたいと言う動機は、直接聞いたことがな

かったので定かでないが、私なりに思い当たることがある。 

あれはたしか中学 3年生の春、体育祭の練習で逆立ちをする

際に倒れて、足を痛めてしまったことがあった。 それから

数カ月、あちこちの病院で診てもらったが一向に痛みが治ら

なかった。娘としては骨肉腫のような大変な病気と思ったの

か、「結果がわかったら、ちゃんと告知をしてよ」と言う。色々

と情報を集めていたらしい。結果は成長期に骨と筋肉のバラ

ンスが崩れての痛みと言うことで間もなく痛みは止まった。 

医師になりたいと言ったのはそれからである。 死を覚悟し

た体験のためか、その意志は変える事がなかった。でも医師

になるまでは、かなりの苦労があった事はいうまでもない。

佰
弐
拾
五

悩
み
か
ら
希
望
ヘ

　
　
　
芙

蓉

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈ෋Ԭ޲���

5FM������������� 'BY�������������
IUUQ���XXX�POBIBNB�ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いわき厚生会
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660
FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
●施設入所        ●通所リハビリテーション
●ショートステイ ●訪問リハビリテーション

等のサービスを承っております
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 在宅訪問診療応じます

（順不同）
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的
な
〜
率
は

10
〜
19
％
で

す
。

11

膝
関
節

を
曲
げ
た
り

伸
ば
し
た
り

す
る
運
動
。

14

〜
告
処

分
は
戒
告
よ

り
も
軽
い
懲

戒
の
こ
と
。

15

見
え
る

範
囲
が
狭
く

な
る
〜
狭
窄

（
き
ょ
う
さ

く
）。

16

こ
と
わ

ざ
。
英
雄
何

を
好
む
？

４

新
島
〜
は
従
軍
看
護

師
と
し
て
も
活
躍
し
た
新

島
襄
の
妻
。

５

お
き
ゅ
う
や
は
り
治

療
の
際
、
こ
の
部
分
を
刺

激
し
ま
す
。

７

失
っ
た
身
体
機
能
を

回
復
さ
せ
る
訓
練
の
こ

と
。

９

男
性
の
場
合
、
標
準

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
〜
機
関
の

略
称
で
す
。

５

50
歳
は
家
で
こ
れ
を

つ
い
て
も
よ
い
年
齢
と
さ

れ
ま
す
。

６

眼
鏡
な
ど
を
付
け
て

も
十
分
な
視
力
が
出
な
い

状
態
。

７

Ｒ
Ｎ
Ａ
は
〜
核
酸
の

こ
と
で
す
。

８

長
寿
県
だ
っ
た
沖
縄

の
県
庁
所
在
地
は
？

10

片
目
を
閉
じ
て
行
う

合
図
で
す
。

12

し
っ
ぽ
の
名
残
と
も

い
わ
れ
る
〜
骨
。
尾
骨
と

も
。

13

〜
腰
は
ド
イ
ツ
で

「
魔
女
の
一
突
き
」
と
い

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

〜
社
は
デ
ュ
ナ
ン
の

提
唱
で
設
立
さ
れ
た
人
道

支
援
団
体
。

２

薬
の
処
方
を
医
師
、

調
剤
を
薬
剤
師
が
分
担
す

る
こ
と
。

３

オ
ー
ラ
ル
〜
、
〜
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
Ｕ
Ｖ
〜
。

� � � �

�

� �

�� �� ��

�� ��

�� ��

�� ��

�"

#

$

%

え
答

�
%

�"

�
$

#

わ
れ
ま
す
。

15

初
め
て
行
く
医
療
機

関
で
は
〜
料
が
必
要
で

す
。

16

表
皮
の
一
部
が
小
さ

く
盛
り
上
が
っ
た
も
の
。

17

企
業
が
発
展
す
る
か

し
な
い
か
。
〜
を
か
け
て

新
薬
を
開
発
。

18

徐
福
が
日
本
に
来
て

求
め
た
と
い
う
〜
不
死
の

薬
。

日本の神仏占い 　ਆ༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩ͘
͍ͬͯ͞·͢ɻͦͷਆ༷͸࣌ʹਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻࠓ
݄ͷϝοηʔδ͸ԿͰ͠ΐ͏ʁ 占い師・ミエル 　　http://www.mielstar.jp/

１
月
生
【

　
　
　
　】

塩

土

老

翁

（
し
お
つ
ち
の
お
じ
）

天
之
御
中
主
神

（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
）

猿

田

彦

神

（
さ
る
た
ひ
こ
の
か
み
）

天
宇
受
売
命

(

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と)

須
佐
之
男
命

（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

奇

稲

田

姫

（
く
し
い
な
だ
ひ
め
）

大

日

如

来

（
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
）

菊

理

媛

尊

（
く
く
り
ひ
め
の
み
こ
と
）

田

心

姫

神

（
た
ご
り
ひ
め
の
か
み
）

大

国

主

命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

伊
邪
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

太

玉

命

（
ふ
と
だ
ま
の
み
こ
と
）

２
月
生
【

　
　
　
　】

３
月
生
【

　
　
　
　】

４
月
生
【

　
　
　
　】

５
月
生
【

　
　
　
　】

６
月
生
【

　
　
　
　】

７
月
生
【

　
　
　
　】

８
月
生
【

　
　
　
　】

９
月
生
【

　
　
　
　】

10
月
生【

　
　
　
　】

11
月
生【

　
　
　
　】

12
月
生【

　
　
　
　】

����೥ɹ�݄

　　http://www.mielstar.jp/

人
生
に
は
大
き
な
潮
の
流
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
時
に
潮

の
変
わ
り
目
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
世
で
唯
一
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
こ

の
世
は
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
変
化
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

成
長
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
◇
幸
運
の
鍵
：
朝
に
白
湯
を
飲
む

今
の
あ
な
た
に
は
何
者
に
も
な

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
心

の
中
を
真
っ
白
に
リ
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
新
た
な
道
が
見
え
て
き
ま
す
。

心
の
色
が
濃
け
れ
ば
濃
い
ほ
ど
、
見
え
る
は
ず
の
も
の
が
見
え
な
い
の

で
す
。
◇
幸
運
の
鍵
：
高
い
所
か
ら
街
全
体
を
見
下
ろ
す

は
じ
め
の
一
歩
は
怖
い
も
の
。

で
す
が
、
一
歩
一
歩
を
積
み
重

ね
れ
ば
、
そ
の
う
ち
遥
か
遠
く
ま
で
来
た
自
分
に
気
づ
く
は
ず
。
そ
し

て
、
自
分
が
歩
ん
だ
道
に
誇
り
を
持
て
る
で
し
ょ
う
。
今
は
一
歩
一
歩

を
大
切
に
。
◇
開
運
の
鍵
：
目
的
地
ま
で
車
で
は
な
く
歩
い
て
み
る

緑
が
芽
吹
い
て
輝
く
よ
う
に
、

あ
な
た
の
個
性
と
魅
力
も
輝
き

ま
す
。
で
す
が
、
自
分
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
輝
く
ど
こ
ろ
か

く
す
む
の
で
す
。
自
分
に
自
信
は
持
て
な
く
て
も
、
せ
め
て
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
好
き
に
な
っ
て
。
◇
開
運
の
鍵
：
明
る
い
色
の
服
を
着
る

強
そ
う
な
人
や
賢
そ
う
な
人
を

見
て
怖
気
付
け
づ
か
な
い
こ
と
。

見
た
目
と
本
当
の
実
力
は
違
い
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
雰
囲
気
に
も
圧

倒
さ
れ
な
い
で
。
た
だ
自
分
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
だ
け
を

考
え
て
。
◇
開
運
の
鍵
：
大
事
な
時
は
カ
ツ
丼
を
食
べ
る

あ
な
た
の
中
に
は
秘
め
た
力
が

眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
呼
び

覚
ま
す
に
は
自
分
自
身
を
信
じ
る
こ
と
。「
自
信
」
と
は
「
自
分
を
信
じ

る
」と
書
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
自
分
を
信
じ
て

進
ん
で
。◇
開
運
の
鍵
：
目
覚
め
に
腕
を
伸
ば
し
て
深
呼
吸
を
す
る

努
力
が
実
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
浴
び
る
時
。
と
は
言
え
、

実
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
大
小
は
関
係
な
く
て
、
自
分
が
後
悔
な
く
納

得
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
や
り
き
っ
た
と
思
え
た
ら
自
分
を
誇
り

に
思
い
ま
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
夕
暮
れ
時
に
お
茶
を
す
る

あ
な
た
の
一
番
身
近
に
い
る
人

を
一
番
大
切
に
す
る
の
で
す
。

そ
の
人
は
、
あ
な
た
の
仕
事
が
変
わ
ろ
う
と
、
あ
な
た
が
病
気
に
な
ろ

う
と
も
あ
な
た
の
人
生
に
寄
り
添
う
人
。
そ
の
人
を
失
っ
て
か
ら
嘆
か

な
い
よ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
二
人
き
り
で
遠
出
の
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る

変
化
が
あ
ま
り
に
大
き
い
と
心

が
追
い
つ
か
な
く
な
る
も
の
で

す
。
無
理
し
て
追
い
つ
く
必
要
は
な
く
心
の
ペ
ー
ス
に
任
せ
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
ま
で
は
不
安
や
心
配
が
多
く
て
も
、
自
分
の
人
生
を
信
じ
ま

し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
晴
れ
た
日
は
海
辺
で
お
弁
当
を
食
べ
る

た
く
さ
ん
の
実
り
を
手
に
す
る

時
。
で
す
が
、
お
金
や
物
で
受

け
取
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
の
世
に
持
っ
て
い
け
る
宝
物
と

は
あ
な
た
の
内
面
に
宿
る
も
の
。
例
え
目
に
は
見
え
な
く
て
も
内
な
る

豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。
◇
開
運
の
鍵
：
旬
の
食
材
を
料
理
す
る

何
事
も
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
が

よ
い
の
で
す
。
で
す
が
、
人
は

時
に
慣
れ
て
く
る
と
も
っ
と
も
っ
と
と
求
め
ま
す
。
時
に
は
立
ち
止
ま

り
、
本
当
に
足
り
な
い
の
か
、
そ
ん
な
に
も
っ
と
必
要
な
の
か
自
分
自

身
に
問
い
か
け
て
。
◇
開
運
の
鍵
：
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

全
て
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
時

に
、人
は
絶
望
を
味
わ
い
ま
す
。

で
す
が
、
そ
れ
で
も
残
っ
て
い
る
も
の
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。す
る
と
、

一
番
大
切
な
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
悟
る
は
ず
。そ
れ
は
、あ
な
た
の
内

な
る
も
の
で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
寝
る
前
に
月
光
浴
を
す
る

今
回
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
３
人
に
、
い
わ
き
民

報
社
提
供
の
「
図
書
カ
ー

ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０

円
）」
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

5
月
号
の

　
　
当
選
者

佐
藤
恵
美
子
さ
ん
（
小
名

浜
）
鈴
木
初
子
さ
ん
（
内

郷
）
阿
部
志
穂
さ
ん
（
三

和
）
※
賞
品
は
当
選
者
に

直
接
郵
送
い
た
し
ま
す
。

  

図
書
カ
ー
ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

は
全
国
の
取
り
扱
い
書
店

で
使
用
で
き
、
本
や
雑
誌

が
購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

  

希
望
者
は
、
は
が
き
に

①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
ア
ン

ケ
ー
ト
「
見
た
目
も
お
腹

も
大
満
足
、
栄
養
満
点
の

食
事
が
味
わ
え
る
地
元
の

お
す
す
め
」③
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

６
月
９
日
必
着
で

編
集
室
（
下
記
参

照
）
へ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
ご
応
募
い
た

だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
な
ど
の
作
品

は
、
い
わ
き
民
報

�݄̒のいΘ͖ࢢ内֗಄݂ݙ༧ఆ �

21日　９：00～11：30
　　　小名浜支所

25日　10：00～11：30
　　 　13：00～16：30
　　　 イオンモールいわき小名浜

29日　14：30～16：30
　　　 呉羽総合病院

問͍߹Θͤɹ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηンλー͍Θ͖ग़ு所ɹ����ʢ��ʣ����

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）
※献血予約専用フリーダイヤル 0120（３９）８３４３
　で事前に予約するとスムーズです。ウェブサイトからも予約可

本
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ͯͤࡌΛࠂ޿
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ಡऀと
ͭ Δ͘৘ใࢴ

こ 　　  ここ 　　  こ

個処͔Β

「
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）」

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
わ
き
民
報
社
提
供

�໊༷

【
お
わ
び
】
第
１
９
６

号
（
５
月
）
の
７
面
に
弊

社
の
旧
住
所
が
誤
っ
て
掲

載
さ
れ
、
読
者
の
皆
さ
ま

に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ソ
シ ヨシ ンリヨ

ー

ヨ

カイバ
ウ
シ
ン

トウ ン

オ

ンルクミ
ソイ

セ

ン
フ
キ

イ
シカ

サ
ン

タ
イ

ン キク ヤ

ヒ
ツ
ス

ケ
ガ

ニ

ヤ
ク

ヒー
ト
シ
ヨ
ツ
ク

〈

前

回

の

答

え

〉




